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海を学び教えることが⼤切である理由
1. 海は⼈類だけでなく、すべての⽣命の起源

「⺟なる海」という⾔葉があるように、私たち⼈類の起源も「原始海洋」と呼ばれる最古の海*
に⽣まれた⽣命**に⾒いだされる。

2. 海は私たちの⽣活・⽣存（ハビタビリティ）の基礎
すべての⽣命は、⾃分たちの⽣存を可能にする⾃然環境を必要としている。
こうしたハビタブルな⾃然環境を作りだしているものが、海である。
海は、⼈間だけでなく、すべての⽣命のハビタビリティの必須条件である。

* およそ44億年以前 ** およそ38億年以前

海洋リテラシー

⽣命の起源
―⾃然を考える―

ハビタビリティの基礎
―⽣命を考える―



「海とともに⽣きる」とは
• 海洋教育は、海を、⽣命の起源、ハビタビリティの基礎として⼤切にするという新しい

倫理的スタンスを育てることをめざしている。

• このスタンスは、規範・原理として価値づけられる以前に*、感覚・⼼情・情感として

「⾃ら」⼤切にするという、⼼の構え(ハビトゥス)である。

*OECDの海洋リテラシーの７つの基本原理 1. 地球には⼀つにつながっている⼤きな海がある。2. 海と海の⽣命が

地球を特徴づけている。3. 海は天候や気候に⼤きな影響を与えている。4. 海によって地球は⽣物が⽣存可能な場と

なっている。5. 海は豊かな⽣物多様性と⽣態系を⽀えている。6. 海と⼈は互いに密接に結びついている。7. 海のほと

んどの部分は今もなお未知である。

⼈は、海にいのちを贈られ、そのいのちに与りながら⽣きている
それが「海とともに⽣きる」ということ

海洋にかんする知⾒
―⽣命の起源、ハビタビリティの基礎―

海洋に対するスタンス
―海とともに⽣きる―



海洋リテラシーによる教育の特徴
• 「海洋リテラシー」が⾃然科学的なたんなる知⾒にとどまるかぎり、それは、⼈が「海とと

もに⽣きる」ことを保証しない。科学的知⾒は、およそ客体的・表象的に対象をとらえるが、

ともに⽣きることは「⾃ら」呼応的・実践的に対象にかかわることだからである

• 提案したい海洋教育は、海洋にかんする確かな知識としての海洋リテラシーを⽰しつつ、学

習者に、海洋に「おのずから」呼応的に思考するというスタンスを醸成することで、学習者

が「みずから」実践的に活動することへいざなう教育である

⾃然科学的知⾒
客体的・表象的かか

わり

ともに⽣きること
呼応的・実践的かか

わり おのずからの思考

みずからの活動



⼀⼈ひとりが海洋ガバナンスを担うために
• 海洋ガバナンス(ocean governance)*を「みずから」担う個⼈を創出する教育は、⼀⼈ひと

りが海洋リテラシーを習得するとともに、各⾃が呼応的・実践的な⼈間性(humanity)**を探

究する教育である

• この教育は、⾃然科学的であると同時に⼈⽂学的である。いいかえれば、海洋にかんする客

観的事実に即しつつ推論すると同時に、未然のテロスにとどまるだろう⼈間性を探究し続け

る活動である

* 寺島紘⼠『海洋ガバナンス―海洋基本法制定 海のグローバルガバナンスへ』参照

** 海洋の安全、環境保護、持続可能な開発利⽤などの課題に対し、⾃⼰本位・⾃国本位を超えて取り組むためには、どの

ような普遍的な⼈間概念を構想するべきか、考えること

海洋ガバナンス

⼀⼈ひとりの呼応的・実践的な⼈間性



国連持続可能な開発のための海洋科学の10年に向けて

SDGs ⽬標14 海の豊かさを守ろう



ソールベルグ
ノルウェイ⾸相

レメンゲサウ
パラオ⼤統領

が呼びかけ，
⽇本など14ヶ国が参加

５つの分野の変⾰
・海洋の冨
・海洋の健全性
・海洋の公平性
・海洋に関する知⾒
・海洋ファイナンス

持続可能な海洋経済のための変⾰



欧⽶における海洋の新しい物語りへの転換

・海洋はあまりに⼤きいので，損なうことはできない．

・海洋は⼤規模に破壊されている．海洋はあまりに⼤きいので，修復できない ．

・海洋は我々の未来にとって，あまりに重要なので，無視できない．

原初の⾃然の海
劣化した海

原初の⾃然の海に戻すべき．
修正された⽬標管理技術

健
全

度

インゲマンほか（2019）
ネイチャー

ルビチェンコ・ゲインス（2019）
ネイチャー

わが国では，⾥海や保護
⽔⾯など以前から実践さ
れていた．



海洋の物語りの転換
海洋は我々を⽀え養う（The ocean sustains and feeds us）

⼈新世（Anthropocene）
1950年以降，⼈間活動が地球環境を変
えた，⼈新世という新しい地質時代に．
→ ＳＤＧｓ

⼈⼝ GDP 海外直接投資

漁業 エビ養殖 富栄養化

1950年

核実験による放射
性物質のピークと
も⼀致．

海と地球環境を壊してしまったのは
⼈間だが，
維持・修復することができるのも⼈
間という，⼈間中⼼主義．

⽀え養うから贈り与るへ



海洋教育センター

10

2010-2018年 東京⼤学海洋アライアンス
海洋教育促進研究センター

2019年 東京⼤学⼤学院教育学系研究科
海洋教育センター

教育学・海洋学の協働で，全国の学校，教育委員会，
⾃治体，社会教育施設との連携を通じて，初等・中等
教育における海洋教育カリキュラム開発と普及のため
の研究活動を展開．

・協働⾃治体・学校 全国100校以上．
・全国海洋教育サミット
2014年-

第８回2021年２⽉11⽇ オンライン開催
全国70校，500-600名が参加．



⿊潮と親潮の海の違いを調べる実験

コップの中に黒潮と親潮
の水温の成層をつくる







⽇置光久他『たのしい理科 ⼩学校４年』⼤⽇本図書



課題：三陸沖ではどのような海流の動きと⽣き物のつながりがあるか絵と⽂でかこう。


